
年度　授業計画（シラバス）

16 (1) 時間(単位)

通年

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

これまでの学びや経験を振り返り、現時点でどのような生き方がしたい
か、理学療法士としてどのような働き方がしたいか再考する。

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

企業研究を模擬的に実施できる

各コマに
おける

授業予定

企業研究のポイントを解説する。そのうえで、自分の興味ある施設につ
いて企業研究を行う。

演
習
形
式

演
習
形
式

エントリーシートを模擬的に作成できる

配布資料 興味ある施設を挙げておく

授業を
通じての
到達目標

企業研究を模擬的に実施できる

各コマに
おける

授業予定

企業研究のポイントを解説する。そのうえで、自分の興味ある施設につ
いて企業研究を行う。

志望動機、自己PRの作成ポイントを解説する。そのうえで、自己分析や
企業研究の結果をもとにエントリーシートを模擬的に作成する。

授業を
通じての
到達目標

理学療法士学科

キャリアデザインⅡ

科　目　区　分

適宜資料を配布する

これまでの学びや経験を振り返り、自己のこれからのライフキャリアとワークキャリアを再考する。
就職したい地域、分野、施設等について絞り込みを行い、企業研究を行い就職フェア、施設見学の計画を行う。
志望動機等、エントリーシートの作成についても修得する。

学        科

対 象 学 年 ２年次

橋村康二
実務経験と

その関連資格

必修

教室名

担 当 教 員

科  目  名

学期及び曜時限

必修/選択の別

302

授業時数(単位数)

2026

基礎分野 授業の方法 講義演習

各コマに
おける

授業予定

配布資料 企業研究を振り返っておく

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

エントリーシートを模擬的に作成できる

各コマに
おける

授業予定

志望動機、自己PRの作成ポイントを解説する。そのうえで、自己分析や
企業研究の結果をもとにエントリーシートを模擬的に作成する。

第
5
回

第
2
回

配布資料 興味ある施設を挙げておく

就職活動に意識を持ち、自ら求人情報等情報収集を行う。

出席状況、出席態度、課題提出状況で総合的に評価する。

第
3
回

配布資料 企業研究を振り返っておく

将来をしっかり考え、課題を延引せず計画的に取り組むこと。

使用教材

配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

キャリアデザインⅠの成果
物を振り返っておく

内　　　容

ライフキャリア、ワークキャリアを再考できる
授業を

通じての
到達目標

第
4
回 各コマに

おける
授業予定



授業の
方法 内　　　容

演
習
実
習
形
式

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

授業を
通じての
到達目標

積極的に就職フェアに参加し情報収集できる

各コマに
おける

授業予定
就職フェアに参加し、自己課題の解決に向けて情報収集する

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

配布資料

第
15
回

演
習
実
習
形
式

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
14
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
7
回

配布資料
確認事項、質問事項をまと
めておく

確認事項、質問事項をまと
めておく

第
8
回

配布資料
これまでの成果物等をまと
めておく

第
9
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

今後の就職活動の具体的計画を立案できる

第
6
回

各コマに
おける

授業予定

現時点での自己課題を明確にし、それを解決していくための具体的計
画を立案する

演
習
実
習
形
式

積極的に就職フェアに参加し情報収集できる

各コマに
おける

授業予定
就職フェアに参加し、自己課題の解決に向けて情報収集する

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
11
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

演
習
形
式

第
12
回

第
13
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

第
10
回


